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開館時間 午前９時～午後５時
 （入館は午後４時30分まで）

観 覧 料  一般100円（団体80円）
 高校生以下、70歳以上無料
　　　　＊復原町並とのお得な共通券（230円）もあります。

関連行事 
［ 展示解説 ］
　 平成26年11月22日（土）午後2時～
お問い合わせ
〒910-2152 福井市安波賀町4-10
TEL：0776-41-2301　FAX：0776-41-2494
E-mail：asakura@pref.fukui.lg.jp

平成26年11/22土 ～12/16火
〔休館日なし〕
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朝
あさくら
倉孝

たかかげ
景自

じ
筆
ひつ
書
しょじょう
状

特別公開展
「戦国大名朝倉氏 

有力家臣のくらし
～大規模武家屋敷の重要文化財～」

同時開催中



福井駅

足羽川

北
陸
本
線

福
鉄
福
武
線

越美北線

福井IC

福井北IC

資料館

一乗谷駅

一乗谷朝倉氏遺跡

N

大野→

北
陸
自
動
車
道

8

158
天神

県庁
●

裁判所 ●

えちぜん鉄道
三国芦原線

福井銀行 ●

JR一乗谷駅より徒歩３分
北陸自動車道福井I.C.より約８分

お問い合わせ
 〒910-2152 福井市安波賀町4-10　TEL：0776-41-2301　FAX：0776-41-2494　E-mail：asakura@pref.fukui.lg.jp

平成26年11/14 金
　～平成27年１/20 火

資
料
館
に
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
「
朝
倉
孝
景
自
筆
書
状
」
を
と
お
し
て
、乱
世
を
勝
ち
抜

き
、一
代
で
越
前
一
国
を
治
め
る
大
名
と
な
っ
た
初
代
朝
倉
孝
景
の
実
像
に
せ
ま
り
ま
す
。

応
仁
の
乱
で
頭
角
を
現
し
戦
国
大
名
と
な
っ
た
朝
倉
孝
景
は
、
公
家
の
日
記
な
ど
に
は

「
天
下
の
悪
事
を
は
じ
め
た
張
本
人
」
と
も
記
さ
れ
、
下
剋
上
の
典
型
と
さ
れ
た
人
物
で

す
。
し
か
し
、
本
書
状
か
ら
は
、
書
札
礼
（
文
書
の
書
き
方
の
作
法
・
礼
儀
）
を
守
る

教
養
の
高
さ
や
、
相
手
を
敬
う
丁
寧
な
言

葉
使
い
・
対
応
が
う
か
が
え
、
孝
景
の
人

柄
と
巧
み
な
交
渉
術
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
資
料
を
中
心
に
、
侵
略
者

と
し
て
の
悪
名
高
き
孝
景
の
一
面
と
は
異

な
る
、
智
仁
勇
の
三
徳
を
備
え
た
武
将
と

し
て
の
姿
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し

ま
す
。

ま
た
期
間
中
は
、
孝
景
を
さ
さ
え
た
有
力

家
臣
た
ち
の
く
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
す
る
特

別
公
開
展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
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霞
かすみのはた
之旗 堀

ほりえかげしげういじんず
江景重初陣図

朝
あさくら
倉盛

せいすいき
衰記
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しょじょう
状

［�三崎家文書・福井県立
歴史博物館蔵］
直臣の笠松氏に宛てた自筆
書状です。対等な力関係に
あった堀江氏宛てと直属の
家臣に宛てたものでは、筆
跡・文言に大きな違いがみ
られます。

堀
ほりえ
江景
かげただ
忠書

しょじょう
状

［滝谷寺文書］
5代義景時代に、朝倉氏家
臣となっていた堀江景忠が
瀧谷寺に出した書状です。
瀧谷寺の「英林（孝景）様
御自筆の御札」を入手した
ことに感謝する内容から、
初代孝景の書状が、重宝と
して大切にされていたこと
がうかがえます。

堀
ほりえ
江正

せいとうき
統記

堀江氏は藤原利仁将軍を祖
とする越前の名族で、朝倉
氏と対等な勢力をもつ有力
国人でした。『堀江正統記』
は、堀江氏の子孫岡部家に
よって、一族の歴史を顕彰
するために明治時代に編纂
された家史で、地籍図や風
景図など精緻な挿図が数多
く載せられています。
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★
朝
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判
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中
村
家
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書
］
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　  ［
滝
谷
寺
文
書
］

★
堀
江
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★
霞
之
旗

　
朝
倉
家
之
拾
七
ヶ
条

　  ［
松
平
文
庫
・
福
井
県
立
図
書
館
保
管
］

同時開催中

戦国大名朝倉氏 
有力家臣のくらし
～大規模武家屋敷の重要文化財～


